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陳
情
第
五
号
度
謬
畜
に
つ
い
て

の
観
情
(
財
臨
常
健
審
開
会
民
付
託

陳
情
第
六
号
一
浜
岳
中
学
校
々
合
同
唱

築
に
つ
い
て
の
陳
情
乎
薮
常
任
議

員
会
に
釘
詫
)

陳
情
寧
七
号
花
氷
小
学
校
々
最
高
“

築
に
つ
い
て
の
陳
情
(
寸
薮
常
任
蚕

皇
官
付
託
)

際
情
第
八
号
尚
一
市
湯
舟
間
設
に
つ
い

て
の
陳
情
(
獲
鴇
常
任
す
骨
員
会
に
付

託
)

組
制
間
関
第
一
一
号
競
輪
場
〈
整
復
間
派

遣
万
に
つ
い
て
め
請
鯨
(
不
採
決
)

陳
情
第
九
号
変
額
宇
治
同
町
滋
支
給

に
つ
い
て
の
観
情
俗
依
然
任
事
員

会
に
仕
託
)

時
間
同
第
一
一
一
号
伝
説
市
椋
倦
に
つ
い
て

の
請
願
(
厚
生
信
任
袋
員
会
に
釘
託
〉

陳
情
第
十
号
魚
市
場
建
設
に
つ
い

て
の
棟
情
(
援
業
常
任
議
員
会

L
付

託
)

思
え
は
十
年
前
広
晶
、
長
崎
に
お
ち
た
阿

m
M慨
は
、
第
ゐ
一
次
F
界
大
戦
ぜ
中
止
せ
し
的
る
決
窓
的
な
婆
悶

ι
も
な
っ

た
恐
る
べ
き
桑
穏
で
あ
り
ま
し
た
。

家
を
焼
か
れ
、
調
酬
を
失
い
、
子
役
亡
く
し
、
隣
好
臥
に
立
っ
て
一
国
民
一
人
一
人
的
附
酬
に
去
来
し
た
も
の
は
、
深
い

悔
悟
の
気
持
ち
で
あ
り
ま
し
た
。
な
ん

ι
む
い
え
な
い
磁
版
状
態
か
ら
、
た
だ
生
吉
る
た
め
乙
の
十
卑
閣
探
潟
な
食

糧
難
、
住
宅
難
、
就
職
難
乙
戦
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
十
品
}
叫
慌
た
今
日
尚
、
私
選
百
日
夜
尿
〆
了
兵
器
の
脅
威
に

さ
乃
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

且
既
底
原
子
力
め
問
題
目
半
国
的
伝
〈
去
、
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
島
市
町
村
及
び
井
海
凶
体
に
よ
ス
下
旬
ナ
兵
器
の
使
用

禁
止
、
原
水
俣
の
笑
験
中
止
立
は
訴

4
J刀
の
平
和
的
利
用
等
ぜ
内
容
と
す
る
決
議
が
な
さ
れ
る
立

ι
真
剣
に
連
動
な

展
開
し
て
お
り
ま
す
。
当
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
終
戦
の
八
月
十
正
日
】
ぜ

H
同
様
に
左
記
の
と
お
り
原
氷
山
陣
使
用
禁
止

運
薪
を
民
間
い
たl
y
gす
。
臨
時dん
の
御
海
解f
銅
協
力
に
よ
り
所
期
的
目
的
が
述
せ
ら
れ
ま
す
よ
』
つ
総
額
い
い
た

し
ま
す
。

原
水
爆
の
室
事
的
括
局
か
、
人
類
受
け
た
留
民
的
衝
動
の
せ
し
か
っ
た
に
よ
る
破
壊
兵
器
的
使
用
ぜ
決
窓
す
の
問
じ
、
原
円
の
政
治
的
意
凶
も
な
の
出
来
る
)
と
す
る
兆
候
が
現
わ
れ

ω
破
滅
な
意
味
す
る
こ
と
は
ぺ
今
さ
事
実
も
、
わ
れ
わ
れ
は
忘
れ
る
こ
と
る
認
民
が
あ
行
う
と
は
者
正
門
れ
ま
げ
れ
ば
、
ま
た

ζ

の
海
爵
は
政
治
的
っ
、
あ
る
よ
う
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は

円
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
出
来
，
也
こ

ι

な
円
什
べ
が
、
昨
一
の
犠
牲
者
た
る
わ
が
な
滞
動
で
も
な
い
わ
け
で
す
。
あ
っ
間
学
力
会
手
申
に
し
て
い
る
人
類
の

思
い
ま
す
。
わ
け
て
も
、
官
界
じ
う
こ
の
よ
う
な
安
駿
さ
え
止
杭
て
い
た
直
民
こ
し
て
み
れ
ば
、
不
安
で
た
ま
で
は
な
円
な
い
の
で
す
。
み
九
な
で
先
党
者
選
が
、
人
類
の
被
減
な
え
巧

で
唯
一
問
問
、
ζ

の
一
戦
慨
す
べ
き
非
人
だ
き
た
い
と
岡
山
い
ま
す
。
む
ろ
ん
、
円
ぬ
の
も
、
私
つ
己
ー
も
な
こ
と
と
申
声
習
で
ろ
え
て
鴨
川
町
な
世
界
の
人

々
ぶ
べ
き
か
、
繁
栄
を
え
ら
ぶ
べ
き
か

道
的
武
訴
の
銃
部
苫
う
げ
た
わ
が
国
乙
れ
は
ア
メ
ワ
カ
に
た
い
レ

τ
の
み
さ
ね
ば
な
円
ま
す
ま
い
。
に
、
悦
界
の
良
識
に
、
替
え
ま
し
ょ
に
迷
一
つ
は
ず
ほ
な
い
と
尽
う
も
の
で

は
、
事
大
じ
し
て
事
の
良
識
あ
主
義
瀦
翁
戸
込
砂
砂
:
色

弘
換
機
織
綴
緩
綴
綴
駿
タ
一
金
足
語
句

h

す
か
、
悲
し
む
べ
き
被
爆
の
記
念
日

る
人
々
に
、
そ
の
役
一
星
雲
、
犠
弘
畿
緩
額
獲
額
一v
p
v
y

鳩
山
り
」
欝

h
d

牲
者
と
し
て
、
訴
え
か
け
る
議
事
髄
喝
議
銀
鱗
饗
霧
雲

P
E
a
r
、
3
7
5

え
雪
之
、
戦
雲
禁
ず
る

あ
る
と
思
わ
き
。
舞
鶴
議
審
議
露
代
表

J

乙
暴
露
ず
、
と
の
霊
を
繰
り

先
頭
、
担
ぐ
し
討
、E

杉
鐘
震

5
1

主
義
霊
祭
沖
返
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

童
女
史
の
告
別
式-
L臨
み
、
い
わ
鍾
襲
警
室d
J久
平
為
市
民

2
5

ぉ
、
だ
れ
一
人

ゆ
る
E
5
2

暴
去
の
一

J
(附
(
(
一
d
r一
、
平
塚
市
長
一
戸
川
川
貞
雄
と
し
丈
原
水
爆
佐
用
禁
止
の
、
乙

人
の
、h誌
の
群
な
祭
賞
て
、
仰
の
霊
に
反
対
な
ひ

ιは
あ
り
ま
す

ふ
太
一
た
る
思
い
を
い
た
十
迂
回
し
た

c

晋
百
つ
べ
き
ζ

こ
で
は
な
く
、
ソ
述
に
様
子
叫
町
内
皿
悼
の
銀
渋
は
止
町
て
も
う
。
わ
か
っ
て
も
う
え
る
ま
で
。
わ

ま
い
。
改m
f
\
御
協
力
を
長
線L

真
U
P
J
女
同
九
日
仙
、
原
即
時
る
で
一
宮
た
ち
の
た
た
い
し
て
も
向
様
な
の
で
、
ジ
ユ
ネ
ら
い
た
い
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
も
、
か
つ
て
も
白
円
え
る
こ

ι
一
空
縫
じ
て
i

す
る
ま
で
も
な
い
乙
と
と
思
っ
て
い

的
に
、
世
界
忌
で
の
刊
誌
し
み
を
出
ゆ
え

1

プ
に
わOけ
る
回
目
支
援
の
祭
気
ソ
連
主
、
す
。
そ
れ
が
不
竹
内
能
な
ち
今
や
、
幸
い
に
し
て
、
厚
手
刀
の

る
役
割
皆
、
み
ず
か
ら
拘
っ
て
働
ド
か
ら

A
A
Yまし
で
も
、
あ
は
や
一
週
一
せ
町
て
は
伸
用
禁
止
を
お
願
い
し
た
平
和
的
利
用
が
協
描
出
さ
れ
、
災
補
(
ま
す
が
、

ζ
め
機
会
に
卑R
F
f申
し

た
友
性
で
す
。
民
族
の
、
い
や
、
会
人
減
の
渓
命
を
い
。
乙
れ
は
き
わ
的
て
切
実
に
し
て
わ
が
砲
が
譲
っ
た
)
を
変
じ
て
一
、
車
逃
べ
て
み
た
次
偽
で
す
。
(
七
月
二

ビ
キ
ニ
の
笑
験
に
よ
る
被
害
か
ら
賭
け
て
ま
で
、
お
乃
か
な
る
思
ザ
力
索
朴
な
額
い
だ
と
用

m
Tつ
の
で
す
。
そ
福
(
世
界
の
人
類
が
事
受

T
也
こ
ι

十
七
日
記
)
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f
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一
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主
雪
之
一
点
、
-
z
P
E
-
-
3
4

一
一
も
な
主
一
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z

、
主
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士-
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惨
邑
酷
闘
が
と
り
テ
!
と
き
町
、
家
島
っ
て
警
な
っ
た
た
め
、
毎
日
各
地Z
者
一

V
L
J相
州
、
持
伊
氏

ω
M
ζり
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
うο

一
が
出
て
お
り
ま
す
。
日
本
脳
炎
は
血
少
一

b

申
共
にH
H
ω々が
い
な
く
な
っ
た
と
一
考
に
多
い
病
気
で
、
苑
亡
率
が
高
い
は
一

悦
匂
/
町
、A
F

い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
叡
徐
方
法
は
、
一
か
り
で
な
え
治
つ
で
も
い
ろ
い
み
の
一

A
D
D
T、
B
H
G
よ
り
ω
な
た
た
き
が
一
身
体
関
持
を
幾
す
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
一

革
開
放
的
で
、
翌
日
常

ι

官
、5

し
た
そ
ヂ
ル
震
を
企
画
に
一
事
饗
し
た
よ
う
で
す
。
見
つ
げ
た
と
き
防
法

ι
し
言
、
語
道
各
一

う
に
よ
い
震
で
す
o

家
旅
立
喜
一
普
及
す
る

ζ

定
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
一
殺
す
こ
れ
品
容
な
く
す
霊
に
は
一
署

L
笑
喜
向
中
)
も
あ
り
ま
す
が
一

g

一
近
な
ブ
ー
ル
へ
一
行
ぐ
の
も
よ
く
、
章
一
は
乙
の
運
動
は
だ
き
と
か
主
主
欠
く
こ
お
で
き
な
い
裏
手
。
一
一
般
句
人
は
一

1

一
と
誘
い
あ
わ
せ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
を

ζ

乙
一
つ
け
た
ち
よ
い
で
し
ょ
う
か

4

づ
、
一
i
l
i
-
-

一
①
毒
薬
害
な
い
で
鰭
一
空
襲
一

鬼
一2
A句
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

ι
れ
一
八
河
?
な
毎
月
第
二
露
品
目
一
自
本
脳
炎
が
一
す
る

2
0

一

喜
一
で
蚊
雪
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
果
断
書
脅
喜
町
、
朝
八
時
文
書
一
一
②
蚊
に
き
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
一

隼
安
語
、
チ
フ
ス
者
毒
事
く
?
で
の
一
塁
せ
隣
近
所

ι

ス
J
し
ょ
一
漉
仔
'
し
ま
す
一
@
炎
天
下
で
は
、
必
ず
鋸
主
主
る
一

ド
一
一
襲
し
い
も
の
に
な
り
ふ
子
。
震
の
一
に
な
っ
て
、
大
人
も
り
十
管
家
の
外
ま
一

j
2

、
一
己

ι
。
一

:
音
響
、
蚊
r
院
が
の
襲
は
、
毎
年
わ
り
を
お
間
際
す
る
こ

C
か
品
開
て
一
日
露
在
、
十
年
忌
在
大
洗
一
汀
一
望
号
日
盛
り
に
、
長
い
露
呈

慎
一
去
最
上
け
ら
れ
な
が
%
と
の
民
み
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
れ
だ
は
に
も
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
沼
和
平
一
一
一
年
一
警
せ
な
い
さ
つ
に
す
る

E

。
一
三
。

け
み
は
栄
だ
に
解
決
い
た
与
党
。
至
急
ま
ち
は
見
違
え
る
縫
抽
選
に
一
が
流
行
の
年
で
し
た
か
ら
、
十
年
目

ι
一
重
が
い
た
ん
で
、
警
出
た
晶
子
ぐ
一
一
十
も
そ
の
他

眠
時
そ
れ
は
様
講
義
議
執
が
な
い
た
め
一
な
り
手
。
ま
た
毎
月
一
日
、
言
、
一
心
語
、
今
年
同
統
一
行
の
年
に
は
警
一
露
の
診
察
を
つ
け
る

ζ
ι
。
一
一
量
管
聞
は
蔀
し
な
い
。
立
の

一
で
し
ょ
う
か
。
解
重
量
呈
す
が
一
一
一
一
日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
十
七
日
主
な
い
わ
け
で
す
が
、
梅
雨
雲
一
で
舎
一
一
一
裏
聖
書
‘
氏
名
、
霊
長
警

護
規
が
な
い
を
等
主
紋
書
え
も
一
'
!
?
吋

l
i
l
i
-
-
l
j
l
i
l
i
-
-
;
l
i
l
i
-
-

一
-
一
牢
校
名
及
び
学
年
)
年
主
義
す
る

一
日
明
控
訴
目
減
一
思
議
ず
守
山
れ
れ
ば
主
計
一
一
む

r
i
J
一
五
時
子
一
円
滑

2
2
0

一
ベ
て
氷
室
に
ま
る
。
下
審
議
一
以
〉
弘
一
会
員
ご
な
り
ま
'
し
よ
う
す

ζ
ιが
大
切
で
、
皇
官
の
た
町
一
ニ
十
官
室
号
、
関
連
の
理
解
と
一
五
、
募
集
オ
旦
夕
!
の
一
一
半
塚
市
役
所
庶
務
費

一Z
。

z
i
-
-
領
箆
際
連
合
一
旨
ま
で
に
調
泌
を
ぬ
区
長
一
い
ろ
い
ろ
ほ
き
し
て
い
ま
す

4
3
i
i
、
国
章
一
種
類
、
B
E
1
2
2

一
奪
改
善
す
る
受
理
衛
生
を
重
一
マ

-
i

一
は
逼
も
あ
り
ま
せ
九
。
こ
れ
は
乙
れ
一
た
白
書
刀
の
な
い
人
々
を
信
託
統
治
役
十
週
号
室

7

行
事
の
一
つι

一
号
室
伎
の
部
喜
一
十
一
一
審
査
員
一
八
月
十
五
日
ま
で
一

長
手
れ
ば
よ
い
写
真
そ
一
一
語
教
と
は
す
の
世
界
に
と
っ
て
霊
が
大
切
な
一
望
よ
っ
て
量
し
、
一

5
1
し
玄
懸
賞
に
よ
り
国
一
連
ポ
ス
タ
ー
皇
生
率
、

c

高
校
長
率
、
工
専
問
頃

i
l
l
i
t
-
-
-

一
令
一

一
れ
露
英
大
な
蓄
が
か
か
り
、
す
ぐ
一
古
可
思
世
界
の
平
和

ι

人
々
一
議
で
あ
り
、

ζ

乙
に
亀
有
を
あ
一
独
立
皇
へ
向
わ
せ
る
こ

4
L

努
力
し
一
手
る
。

ζ

の
ポ
ス
タ
ー
募
集
は
日
本
一
:
一
般
(
大
学
生
を
含
む
)
の
部
の
四
一
盛
諸
宝
く
じ
一
第
九
凶
関
東
、
申
露
合
一
義

庁
長
諮
問
山
仁
川
紘
一
九
駐
日
日
目
一
わ
れ
抗
日
岩
出
山
町
制
民
間
訪
れ
並
立
科
目
立
自
一
計
切
期
日
一

1
5

喜
一
一
等
弓
j

一
遺
家
族
の
一
ち
に
お

令
部
臨
時
間
一
一
一
目
立
一
一
昨
日
出
自
民
一
忠
男
一
占
に
ー
二
郎
説
明
治
相
出

土
足
掛
冊
一
鱗
時
一
一
仰
い
し
一
服
部
諮
問
一
山
部
地
主
一
話
相
当
内
部
一
日
間
一
却
下
一
ア

h
片
山
よh
hい
ま
わ
し
一
泣
い
時
期
尚
一
作
詩
集

官
訪
日
詰
蚕
計
三
式
主
計
盆
箱
詰
器
開
時
計
回
日
持
韮

u
u主
的
自
作
一
刊
完
封
印
間
約
一
耕
一
担
当
一
段
構
鵠
碑

長
持
主
L
f

詩
長
話
す
百
軒

τ
露
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民
主
住
民
一
日
一

U
U日
間
同
町
制
此
百
長
守
一
一
元
主
野
号
喜

一
は
え
を
な
く
す
運
動
=
一
重
蓄
の
混
一
一
の
園
部
署
塁
九
で
い
ま
す

0
5
J
P
、
き
こ
す
す
九
で
一
筆
頭
一
埋
ま
家
事
ま
で
御
霊
下
さ
い
一
一
る
。
蓄
に
お
い
て
審
査
し
入
賞
笠
間
一
は
む
包
食
べ
蓄
の
聞
記

2
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一
言
弱
め
こ
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、
襲
量
一
号
し
た
あ
一
わ
す

L

け
一F
L売
り
終
戦
後
十
一
命
遺
族
会
に
つ
い
て
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i
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-
-
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-
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一
=
一
、
大
幸
夫
色
彩
一
を
日
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-
-

引
喜
べ
た
り
ド
昔
、
一
可
一

一
目
問
題
舗
で
H
U

唯
一
閉
店
長
一
前
社
出
す
一
手
議

E
H
R

え
足
型
開
題
円

一
本
年
十
月
一
日
午
前
零
符
議
し
て
一
言
れ
い
そ
。
一
史
書
た
め
申
し
添
え
ま
す
。
一
皮
れ
警
が
で
吉
ま
せ
え
の
て
吉
一
色
以
内
と
し
、
賞
、
ク
レ
オ
ン
義
一
…

Z
E

叶z
円
一
叫d
d
E
倒
的
阻
周
囲
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E図
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Z
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E
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一
切
E

起
し
た
り
す
るζ

と
に
な
一
謀
長
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5

有
っ
た
警
が
一
塁
患
者
調
書

宮
町
長
襲
警
力
行
わ
れ
一
望
す
る
塁
、
住
宅
富
項
一
七
日
誌
は
け
盟
諸
問
ぶ
さ
れ
一
書
自
は
い

l

一
…
短
期
Z
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ア
Z

の
霊
長
手
島
章
一
堅
持
町
抑
制
打
開
問
問
暴
露
混

一
ま
す
。
こ
の
撃
は
大
立
九
年
以
来
、
一
芸
的
て
十
四
項
巴
な
っ
て
い
ま
す
一
も
っ
て
竪
ぐ
禁
記

1

て
お
り
ま
す
の
な
い
袋
縫
が
あ
り
ま
し
た
円
、
章
一

O

申
込
先
一
問
。
庭
白
草
刈
年
婦
仲
間

e

ど
ぶ
さ
ら
い
@
大
掃
除
@
引
越
し
間
一
な
草
壁
室
主
っ
て
い
る
か
ら
一
ば
な
い

ζ
左
は
閉
が
足
り
ま
せ
ん
。
一
@
襲
撃
の
霊

ど
第
八
回
目
の
人
口
調

3
2

す
。
一
ま
づ
、
①
実

E
Z

講
一
で
伝
書
5

い
た
し
ま
せ
九
一
か
に
市
役
所
秘
書
官
襲
害
で
お
申
一
平
塚
市
役
所
秘
書
諒
統
計
量
一
…

o
h射
能
川
護
怒
片
付
け

:
i

の
上
?
ふ
一
議
に
空
白
去
は
先
ず
安
定
一
己
れ

E
宮
仕
事
き
か
え
ま
せ
一
言
語
一
一
一
十
年
七
月
奇
九
月

4

一
義
草
案
た
含
、
日
重
臣
官
要
員
、
室
生
年
月
日
、
富
一
議
室
の
方
々
が
露
五
御
家
庭
に
一
宗
さ
い
。
一

O
賞
一
聞
の
勉
雑
役
に
剛
一
か
、
い
よ
い
よ
暑
い
詩
人
品
に
な
る
一
'
~
の
で
、
未
だ
護
国
闘
の
と
ら
な
い
笠
書
童
相
閉
…
一
一
十
年
十
月
よ
り
一
一
一
月

芳
一
は
一
体
五
位
の
人
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が
鎚
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し
ょ
一
偶
露
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語
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人
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i
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円
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簾
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ず
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期
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十
一
年
四
月
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手ゴ
り
で
す
。

宮a

飼
主
の
な
い
純
綿
な
野
犬
広
り
、
臨

鎖
主
は
あ
っ
て
ホ
愛
惜
却
の
援
録
も
鞠
間
十
四

射
も
し
な
い
で
、
宝
〈
関
空
襲
血

れ
て
い
る
犬
が
多
い
よ
う
で
す
戸
文
同

展
織
は
犬
を
つ
な
い
で
お
い
て
も
、
一

夜
に
な
るι
放
す
人
が
多
い
お
、
四

夜
半
過
ぎ
か
円
犬
が
帯
を
な
し
、
澄
一

行
人
を
お
び
や
か
し
た
り
、
鳥
小
屋
町

を
繭
掛
っ
た
り
す
る
乙
と
も
あ
る
と
忠
一

わ
れ
ま
す
。
定
期
鐙
援
の
す
九
村
九
六
向

島
卜
旬
、
保
健
所
と
協
力
rし
ず
渇
患

を
定
的
幹
犬
狩
を
行
い
、
{
門
口
で
一
一
一
一

一
一
一
頭
捕
猿
し
、
又
輯
山
掛
藤
忠
入
の
毅
鷲
一

を
し
て
、
一
一O
聴
の
か
り
出μ
L
一

成
羽
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
保
一

健
所
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
愛
人
繍
一

獲
は
一
段
と
強
化
い
た
し
ま
す
。
犬
四

が
つ
れ
て
一
廿
か
れ
る
の
は
河
盤
想
だ

と
か
く
し
た
り
、
逃
し
た
り
し
た
の

ヤ
は
成
綴
が
よ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
迫

田
は
皆
さ
ん
の
御
題
解
〆
続
協
万
脅

お
敬
い
い
た
し
ま
す
。
ハ
衛
説
藤
〉

塞
く
な
る
と
}
樫L食
欲
一
あ
る
が
、
天
ぷ
り
、
カ
ツ
レ
ツ
と
い
つ

が
褒
え
て
お
茶
づ
け
に
援
物
一
た
濃
厚
な
愈
認
も
意
識
し
て
食
べ
る
よ

山
〆

、
冷
麦
、
冷
そ
う
的
九
と
い
一
う
に
し
た
い
。
と
い
っ
て
も
、
気
温
が
畿
チ
フ
ス

っ
た
淡
砲
な
も
の
を
妊
九
で
一
ひ
ど
/
界
る
広
眠
時
融
に
骨
絞
に
作
用
す
日
明
初
凶
免
疫
〈
一
一
回
出
荷
積
〉

と
そ
そ
の
結
集
豊
富
一
る
か
ら
、
調
理
の
し
か
た
を
工
夫
し
て
一
予
妨
接
種
料
に
つ
い
て
一
追
加
免
疫
へ
話
事

下
し
工
商
品
や
せ
を
来
し
や
す
一
生
ぬ
る
い
も
の
を
長
け
天
ぶ
り
や
、
ぃ
一
質
問
予
防
接
穏
の
料
金
が
溺
〈
て
、
一
畿
議
痘
へ
検
診
を
含
む
)

い
。
一
た
(
妙
)
め
も
の
、
と
は
九
等
も
な
る
一
子
供
が
多
い
湯
告
は
受
け
さ
せ
る
と
一
轡
ジ
ブ
テ
リ
ヤ

乙
れ
を
防
ぐ
に
は
万
ベ
ん
一
ベ
/
、
熱
い
う
ち
に
食
べ
る

ι
か
、
反
対
一
と
が
で
き
な
い
。
な
九
と
か
は
ら
な
一
初
凶
免
役
〔
一
一
一
郎
接
種
)

な
ど
各
穣
の
栄
議
索
を
ζ
る
フ
ル
サ
ラ
ダ
、
さ
し
み
、
午
乳
等
を
冷
ぐ
一
い
か
。
一
追
加
免
疫
〈
一
一
回
篠
緩
)

乙
乙
、
乙
4
L
勝
筋
魚
や
肉
一
し
ず
底
山
す
る
よ
う
な
注
意
が
議
ま
し
い
一
答
予
防
発
穣
は
予
防
採
種
法
に
援
い
一
畿
百
日
咳

類
、
牛
乳
等
を
努
的
て
手
φ

つ
ま
た
野
菜
や
果
物
の
棄
資
な
季
節
で
一
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
一
初
同
免
疫
(
一
一
一
一
副
持
議
〉

乙
ι

か
大
切
で
十
周
設
の
う
一
あ
る
か
ら
、

ζ

れ
討
の
新
鮮
な
ピ
タ
ミ
一
料
金
は
法
鍔
ニ
十
一
一
一
条
に
よ
り
、
本
一
追
加
免
設
へ
→
回
路
穣
)

な
す
長
わ
杭
て
合
理
的
で
ン
源
も
事
に
と
り
た
い
も
の
で
あ
る
一
人
又
は
保
持
ぎ
か
円
安
酷
奉
納
入
し
一
@
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
…
最

て
い
た
だ
くζ
も
ん
な
っ
て
お
り
ま
一
畿
日
、

c
、

G

す
が
、
経
内
的
理
由
で
紡
人
で
き
な
一
品
曜
日
本
州
問
炎

い
人
は
、
そ
の
国
自
を
申
出
て
下
さ
れ
一
初
剖
免
投
(
一
一
例
措
恒
輔
)

ば
減
免
い
た
ト
モ
む
す
。
一
人
で
も
多
一
(
本
年
度
下
出
り
希
草
者
「

く
予
切
出
向
穏
を
受
け
て
-
、
伝
染
綴
の
一
定
)

世
特
設
を
防
止
す
る
こ
と
が
局
的
で
す
一

か
ら
、
そ
の
よ
匂
つ
な
場
合
は
震
な
一
野
犬
捕
獲
に
つ
い
て

ど
優
闘
へ
申
出
て
下
さ
い
。
一
高
竪
穴
が
ふ
え
て
殴
る
が
、

な
お
予
防
拠
穏
の
制
判
官
は
荒
田
山
の

ι

一
狩
は
ど
う
は
っ
て
い
る
か
。

む、


